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	2016年度は、グローバリズムの流れに変調が見られる中、当財団が行ってきた調査・研究テーマの周辺に新たな動きが生じたが、前年度に引き続き、当財団設立時より推進するニュー・シルクロード交通インフラ開発推進、エネルギーインフラ分野を中心とした活動を展開した。
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